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第 7 回 日本ミニ・パブリックス研究フォーラム 開催記録 

 

文責：坂井亮太（中央学院） 

 

１、日時：2021 年 12 月 11 日（土）13：30〜16：40 オンライン（参加者 30 名） 

２、内容： 

 13：30〜開会の挨拶 坂野達郎（東工大）  

研究フォーラム誕生の経緯、DemocracyR&D の活動、OECD 報告書の翻訳の取り組み 

 13：35〜参加者の自己紹介 

市議会議員、元市役所職員、高校教員、大学研究者、大学院生、構想日本職員、 

国家公務員など（初参加のメンバーが多く参加されました） 

 

  

 



2 

 

13：45〜14：30 「くじ引き民主主義の可能性を考える――選挙代表制との対比から」

吉田徹（同志社大学）（25 分） 

新著『くじ引き民主主義』をもとにした報告がなされました。代表制民主主義に向けられ

た不信を乗り越えるものとして、くじ引き民主主義（ミニ・パブリックス）が位置づけら

れました。くじ引き民主主義は、代表制民主主義の不全を乗り越える契機になるだけでな

く、実践を通じて正統性が高まっていくパフォーマティブな側面があると報告がなされま

した。 

 

  質疑応答（20 分） 

・ミニ・パブリックス型の政治参加は、フォーマルな政治的決定にどの程度導入可能か？ 

・ロトクラシー懐疑の原因は？  

・政治家は専門家か？  
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14：30〜15：20 「日本のミニ・パブリックスにおける熟議の保証」 

  問題提起 田村哲樹（名古屋大学）、坂野達郎（東京工業大学）（15 分ずつ） 

田村哲樹 問題提起として、抽選と熟議は別物かも知れないという視点が提示されました。

これまで、抽選と熟議を組み合わせることは、ミニ・パブリックス研究では自明視されてき

たと指摘されました。しかし、熟議なき参加という方向性が出現していることが報告されま

した。また、ミニ・パブリックスの内部が熟議的かにとどまらず、熟議を社会に広げていく

効果があるのかに注目する必要性が指摘されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 

 

坂野達郎 日本の基礎自治体のレベルで、ミニ・パブリックスのローカライズが進んでき

ていることが報告されました。特に、（１）従来の政治プロセスに組み込まれる動き、

（２）抽選市民以外にも自薦市民、利害関係者などを参加させるミックス型のミニ・パブ

リックスの広がり、（３）公聴を目的としてファシリテーションを重視した（評決型でな

い）ミニ・パブリックスの実施という流れが確認できると報告されました。対話

dialogue、熟議 deliberation、ファシリテーションという 3 タイプのなかで、日本ではファ

シリテーションや公聴の方向性が重視される傾向があると報告されました。

 

 

  質疑応答、全体討論（20 分） 

・ファシリテーションとデリバレーションの違いは？  

・アジェンダ・セッティング後の市民参加は無意味か？  

・自薦の公募市民の参加をどう理解すべきか？  

 

15：20〜15：30 休憩 
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15：30〜16：10 「韓国における葛藤管理（Conflict management）と熟議民主主義の制

度化」河東賢（全北大学） 

 

韓国におけるミニ・パブリックスの制度化の経緯、法的根拠、現状についての報告がなされ

ました。韓国では、社会的合意が必要な対立を公共葛藤と呼び、行政が進めている事業につ

いて取り組まれるケースが多いこと。韓国の民主化以後の民主主義として、また、行政の葛

藤管理の必要性から、実験的にミニ・パブリックスの導入が進められたことが報告されまし

た。 

また、韓国でのミニ・パブリックス（公論化）の浸透について、3 段階で説明がなされま

した。第一段階では、中央政府の省令レベルで葛藤管理の導入が定められ社会に浸透してい

ったこと(2000 年代-2016 年)。第二段階では、新ゴリ原発の建設再開をきっかけに、DP を

中心としたミニ・パブリックスの浸透が進み、自治体で公論化条例が制定されたこと（2017

年-2021 年）。第三段階として、地方自治法の改正に際して、さらに浸透が進む見通しであ

ることが報告されました。 

 加えて、（１）行政における葛藤管理システムの導入、（２）政策プロセスの中の公論化の

活用、（３）法律や条例の制定について、具体例を交えた報告がなされました。 

 

  報告（20 分）、質疑応答（20 分） 
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16：10〜16：35 世界、日本における今年の活動等の報告 竹内彩乃（東邦大学） 

日本ミニ・パブリックス研究フォーラムの概要、オンライン研究会、DemocracyR&D の動

向について年次報告がなされました。 

 

16：35〜16：40 閉会の挨拶 

 

17：00〜18：00 オンライン懇親会 

ブレイクアウトルーム機能を利用して、ランダムに割り当てられた参加者同士で意見交換

が行われました。 


